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　（前号のあらすじ）一度はあきらめたセルフ給油だったが、いつかはと鬱勃たるものを胸に抱え
ていたのであった。
　あれは、山口市からの帰り道。いつもより早く会合が終わり、ちょっといい気分でハンドルを握っ
ていると、ガソリンが残り少ないことに気づく。そうだ、ガソリンスタンドに行こう。勿論セルフだ。
大丈夫、できる。と、ちょっと前のめりにセルフスタンドへ向かう。あらっ、静電気除去シートに、「ビ
リッとしません」と親切に書いてある。肩から力が抜け、以後の工程は難なくクリア。こういう一
言が大事ですね。まあ私は、いつも一言余計といわれますが。
　この一件に気をよくした私は、セルフ洗車にと発展することにしました。今度は静電気でなくて
洗剤が相手だからと強気でしたね。洗車日和の土曜のセルフ洗車場。順番を待つ間に掲示板を読む
と、えっ、サイドミラーをしまえ？そんなボタン、どこにあった？サイドミラーが折れるかも。グー
グルに聞く？家人に電話する？とかなり動揺していると、もう自分の番。後続車もいてバックは不
能。ええいままよと、洗車機に突入。どうやら泡だらけのサイドミラーは無事のよう。やれやれと
一息つき、フロントガラス越しの見たことのない景色を楽しんでいると、急に自分の車がバックす
るではありませんか。どういうこと？今度は前進してる。事態を把握できない。エンジンは切って
いるのに。とようやくここで、異常をきたしているのは自分の三半規管であることを認識。それか
らは、嘔気をこらえ薄目を開け、ただただ洗車の終了を待つ長い数分間でした。
　セルフ洗車は、平泳ぎやパラレルターンと同じように、できないボックス入りに決まりました。

（常任理事　長谷川奈津江）　
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謹 弔
次の会員がご逝去なさいました。謹んで哀悼の意を表します。

澤　　　哲一郎　　 氏　　下　松医師会　10 月 3 日　享　年　87

清　水　　　暢　　 氏　　防　府医師会　10 月 5 日　享　年　67

為　近　義　夫　　 氏　　山口市医師会　10 月 6 日　享　年　85


